
新年互例会の様子

開催風景

　

新
年
互
例
会
が
1
月
30
日
（
金
）、
は
う
で
い
亭 

伴
店

に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
昨
年
を
上
回
る
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
約
１
０
０
名
が
集
う
大
変
に
ぎ
や
か
で
和

や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
お
笑
い
芸
人
の
佐
竹
佑
一

氏
、
元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
投
手 

横
山
竜
士
氏
を
お
迎
え

し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
実
施
。
息
の
あ
っ
た
軽
快
な
ト
ー

ク
に
、
会
場
は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
新
入
会
員
の
紹
介
に
続

き
、
青
年
部
主
催
に
よ
る
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
景
品
の
数
々
に
、
会
場

は
さ
ら
に
熱
気
を
帯
び
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
お
楽
し
み

い
た
だ
く
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
く
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
有
意
義
な
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
8
年
1
月
21
日
（
水
）、
秋
月
税
務
会
計

事
務
所
の
秋
月
先
生
を
お
招
き
し
、「
税
務
講
習

会
・
個
別
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
講
習
会
は
、
皆
様
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
不
安
や
疑
問
に
お

答
え
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
最
新
の
税
制
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
具
体
的
な
申
告
手
続
き
の
方

法
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
く
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
25
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
改
正
点
を
は

じ
め
、
申
告
額
の
算
出
方
法
や
申
告
時
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
実

務
に
直
結
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ま
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
メ
モ
を
取
る
な
ど
、

真
剣
な
様
子
で
受
講
さ
れ
て
お
り
、
講
習
会
後
の
個
別
相
談
会
で
も
多
く
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
講
習
会
が
、
参
加
者
の
皆
様
の
円
滑
な
確
定
申
告
お
よ
び
今
後
の
事
業

活
動
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

安
古
市
町
商
工
会

新
年
互
例
会
を
開
催
！

新
年
互
例
会
を
開
催
！

中須稲生神社

税務講習会を開催

https://www.yasufuru.jp
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　祭神は宇賀之魂神。
神伝によると、奈良時代以前からの神社で
ある」。
慶長年間（1596-1615）に旧緑井村を分割し
て以来中須村の氏神となる。文化二年（1805）
社殿を再建、昭和二十年（1945）消失し、
その後再建。鳥居の古額は「正一位稲荷大
明神」とあり、有栖川宮文化十一年（814）
の染筆である。

　　　　　　　　　　　　　中須 1-26-5

安古市の神社仏閣
　

11
⽉
24
⽇
（
月
・
祝
）、

毎
年
恒
例
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
日
帰
り
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
部
員
と
そ
の
家

族
・
従
業
員
を
含
め
て
約

30
名
、
下
瀬
美
術
館
を
中

心
に
大
竹
・
大
野
周
辺
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
ま
ず
弥
栄
湖

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能

し
、
下
瀬
美
術
館
で
美
術

作
品
鑑
賞
、
昼
食
を
と
っ

た
後
、
や
ま
だ
屋
お
お
の

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
も
み
じ

饅
頭
作
り
体
験
を
し
、
道

の
駅
A
D
O
A
で
け
ん
玉

に
挑
戦
、
と
日
帰
り
な
が

ら
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
仲
良

く
元
気
に
旅
行
を
楽
し
み

ま
し
た
♪

　

12
月
11
日
（
木
）

に
、
M
O
U
・

濱

村
先
生
を
お
招
き

し
て
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
員
を
中
心
に
約
20
名
が
集

ま
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。

　

い
つ
も
通
り
、
に
ぎ
や
か
に
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

皆
そ
れ
ぞ
れ

素
敵
な
作
品
が

出
来
て
、
お
部

屋
を
か
わ
い
く

飾
っ
て
、
新
年

を
気
持
ち
よ
く

迎
え
る
準
備
が

で
き
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
通
常
総
会
は
４
月
30

日
（
木
）、
い
こ
い
の
村
ひ
ろ
し
ま
で
開

催
の
予
定
で
す
。
部
員
の
皆
様
に
は
改

め
て
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

弥栄ダム・弥栄湖下瀬美術館

フラワーアレンジメント教室

作品例

もみじ饅頭作り体験

令
和
７
年
度

日
帰
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

令
和
８
年
度

女
性
部
通
常
総
会

女
性
部



事業所名 事業内容 地　区
重廣高典税理士事務所 税理士業（相続税専門） 福　山
CAFÉ DE hanae 飲食業 高取北
広島高取郵便局 複合サービス業 高取北
TETTORY 合同会社 学習塾業 高取北
株式会 en-atte 不動産業 上　安
Gibeon コーディネーター業 中　筋
にらはさ works サービス業 大町西
株式会社 Joy コーポレーション 警備業 中　筋
RM　Auto 自動車販売業 長楽寺
mi-chill リラクゼーション業 上　安
Y's Dining　一博 飲食業 大町東
yopan 講師業 相　田
十 リノベ 大工・リフォーム業 相　田
お好み焼き 善さん 飲食業 中　須
駄カフェ 飲食業 古　市
わく 食堂 飲食業 上　安
salon de MORE サービス業 長楽寺
アオコーポレーション株式会社 設計業 中　須
幸屋 縫製小売業 中　筋
株式会社 エフ企画 建設業 東広島

お詫びと訂正

新 規 会 員 紹 介

令和7年度補正予算

令和8年1月28日時点版

小規模事業者持続化補助金（通常枠）
地域の雇用や産業を支える小規模事業者等の生産性向上と持続的発展を図ることを目的とし、

持続的な経営に向けた経営計画に基づく販路開拓等の取組を支援します

※従業員数が「商業・サービス業(宿泊業、娯楽業を除く)」の場合5人
以下、 製造業またはそれ以外の業種の場合20人以下である事業者

【事業目的】

【補助上限】50万円 （特例を活用した場合は最大250万円）
（賃金引上げ特例活用事業者のうち赤字事業者については３／４）【補助率】２／３

【関連融資制度】

第19回公募
スケジュール

公募要領公開：2026年１月28日（水） 
申請受付開始：2026年３月６日（金）
申請受付締切：2026年４月30日（木）

小規模事業者※等が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所
の支援を受けながら取り組む販路開拓等を支援

販路開拓等に取り組む皆様へ

補
助
対
象
経
費
総
額

自己負担

持続化補助金
補助率
２／３

※融資のご利用には、一定の要件・審査があ
ります。

　例．最近1年以上同一地区内で事業を行っ
ていること等

補助対象経費の資金調達に活用できる
無担保・無保証の融資制度

小規模事業者経営改善資金
（マル経融資）

◎限度額：2,000万円

　2月6日（金）、祇園町商工会青年部を幹事として、青年部親睦
会が開催され、当商工会青年部も参加いたしました。
　当日は約60名の部員が参加し、地域を越えた交流を通じて親
睦を深める有意義な時間となりました。
　商工会青年部は、45歳までの若手経営者・後継者で構成され

ており、地域経済の発展と自己研鑽を目的に活動しています。今回のような親睦会では、
他地域の青年部との交流を通じて新たな人脈づくりができ、ネットワークを広げる貴
重な機会となっています。
　また、研修会の開催や地域イベントへの参加など、さまざまな事業に積極的に取り
組んでいます。
　若手経営者・後継者の皆さまにとって、学びとつながりを得られる場です。
　ご興味のある方は、ぜひ加入をご検討ください。

前号会報11月号掲載の「先進地視察」の記事につきまして、実施主体の表記に誤りがありました。
→本研修は青年部ではなく当商工会による実施です。お詫びして訂正いたします。

行事予定

青年部親睦会

３月17日（火）  マル経審査会・正副会長会議 ３月下旬  第５回理事会

３月19日（木）【青年部】定例会 ４月30日（木）【女性部】総会

学生と地域事業者が取組むコラボ事業学生と地域事業者が取組むコラボ事業
　安古市町商工会が2017年から実施している「学生×地域事業者のコラボレーション事業」。
これまでに15商品が誕生し、地域に新たな魅力を生み出してきました。
　今年度も「地域のものを、地域の人が、地域のために」をキーワードに、安田女子大学と
地域事業者3店舗が参画するコラボプロジェクトが始動。学生による商品提案から試作、意
見交換を重ねながら、ブラッシュアップを行ってきました。 
　2025年12月15日（月）には、大学にて完成した商品の報告会・試食会を開催。当商工会役
員や女性部員、広島県商工会連合会職員、安佐南区役所職員、各種メディア関係者など、多
くの方が参加しました。 
　報告会では、カフェ ダスティアーツ（毘沙門台）、Lunch＆Dining ちかく（中筋）、Nova-
ろんちゃん（上安）の3店舗が参画し、商品開発だけでなく、インスタ広告などのマーケティ
ング戦略にも学生と共に取り組んだ経過が発表されました。 
　「カフェ ダスティアーツ」とのコラボでは、学生と事業者がインスタグラムを活用した物販商
品のPR方法を検討し、実際にインスタ広告を実施しました。
　「Lunch＆Dining ちかく」では、大根の葉も皮も全て使った「ハッシュド大根」など、食品ロス削減を意識した商品を考案。
　また、「Nova-ろんちゃん」は、さっぱりしたトマトの風味とピリ辛のチリソースが特徴の、タコス風お好み焼きを学生が提案しました。
　今後は報告会で寄せられた意見やアンケート結果をもとに、さらに改良を重ねていく予定です。完成した商品は、各種イベントでの出品
や地域店舗での販売を目指していきます。

報告会の様子

Nova- ろんちゃん
タコス風お好み焼き
2月 1日から販売

Lunch ＆ Dining ちかく
さくもちおつまみ（仮称）

商品開発からインスタ広告まで


